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広告

1　青葉台から通う子どもたち
　青葉台には、1丁目と２丁目があります。①
の写真は１丁目の子どもたちが、拠点となる家
の前に集まり、途中で友達を誘ったりしながら、
楽しく登校する様子です。②は、２丁目の子ど
もたちが使っている階段です。この上にもまだ
階段がありました。やはり、数人が集まって下
りてきました。③は、西宝橋仮橋歩道橋です。
青葉台からは48人の子どもが通っていて、ゆっ
くりと話をしながらグループをつくって渡って
いました。④は、今の車道から２m上にある仮
橋から降りて、西宝橋南詰交差点で国道176号
を渡りJR宝塚線の高架下を通るため信号待ちを
している子どもたちです。子どもたちに登下校
について聞くと、危ない所や怖い所はないとい
う答えでした。

2　花の峯から通う子どもたち
　花の峯から生瀬小学校へ通っている子どもは現在、5人です。そ
のうち1人は、青葉台経由で登校します。①は保護者と一緒に4人
の子どもが森興橋に向かっている写真です。②は森興橋を渡ってい
ます。③は、生瀬１交差点で国道176号を渡っています。この交差
点は旧道から来て、176号を三田方面へ行くため、多くの車が右折
します。無理な右折もあって危険なので、「この交差点を渡りきるま
で、交代で毎日引率しています」と保護者から聞きました。④は、
JR宝塚線高架下のトンネルです。トンネル内は地域の人の配慮でき
れいでした。しかし、下校時に1人や2人で通るのは、少し寂しいか
もしれません。

~
小
学
校
へ
通
う
子
ど
も
た
ち
！  

№2
~

青
葉
台
・
花
の
峯

　9月16日から、太多田橋交差点から生瀬１交差点間の
通行が変更になりました。青葉台の子どもは西宝橋仮橋歩
道橋を渡るとすぐに新たに通行となっている国道を信号で
渡ります。その後、下に降り、生瀬通りへ行く右折車を避
けてJR宝塚線の高架下に行きます。交通誘導員や工事者
の配慮で事故のない登下校ができることを願っています。

1 1
・
12
月
の
催
し
案
内
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ご 葬 儀 （ お 花 の 祭 壇 ）  ご 葬 儀 （ お 花 の 祭 壇 ）  

㈱ 真まこと心 
0120-0983-42 
0797-78-9475

生前見積もり承ります。・・・（祭壇費用より1割サービスいたします） 
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編 集 後編 集 後 記記

兵庫県知事（1）第204686号

　昨年と同じ生瀬小学校の体育館で、今年も盆踊りが行われ
ました。館内は冷房が入っていて熱中症の心配もなく踊ること
ができました。
　今年は踊る人も増えました。その中でも若い人の参加が目立
ち、うれしいことでした。うまく踊れたのも、曲と子どもたちの
太鼓のリズムがピッタリ合ったからだと思います。若い人たちの
エネルギーも感じ取れ、大変素晴らしく楽しい盆踊りでした。『宮
っ子』の編集でも若い人のパワーがあふれてくるといいなあと
思いました。　　　　　　　　  生瀬町編集委員　高見恵美子

―
生
瀬
講
座
―

★
講
座
〜
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー

　
　

　
　
　で
奏
で
る
〜「
心
温
ま
る
青
春

          

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
」

日
時
　
11
月
14
日（
土
）13
：
30
～
15：00

講
師
　
三
号
室

会
場
　
生
瀬
市
民
館
　
申
し
込
み
不
要

★
講
座
「
年
忘
れ
お
笑
い
落
語
」

日
時
　
12
月
11
日（
金
）10
：
00
～
11：30

講
師
　
落
語
み
ゅ
ー
じ
あ
む

会
場
　
生
瀬
市
民
館
　
申
し
込
み
不
要

問
　
生
瀬
市
民
館
　
☎
86・5
０
3
０

―
生
瀬
よ
ち
よ
ち
広
場
―

★「
冬
の
健
康
ー
風
邪
予
防
」

日
時
　
11
月
24
日（
火
）10
：
30
～
11：30

★「
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
」

日
時
　
12
月
15
日（
火
）10
：
30
～
11：30

　
要
申
し
込
み
塩
瀬
児
童
セ
ン
タ
ー

会
場
　
生
瀬
市
民
館

問
　
塩
瀬
児
童
セ
ン
タ
ー
　
☎
61・１
７
１
０

―
生
瀬
皇
太
神
社
―

★
年
越
し
大
祓

12
月
22
日（
火
）　

★
除
夜
祭・
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

日
時
　
12
月
31
日（
木
）21
：
00
～
元
旦

★
歳
旦
祭

日
時
　
令
和
9
年
1
月
1
日（
金
・
祝
）6
：
00
～

★
左
義
長（
と
ん
ど
）

日
時
　
令
和
9
年
1
月
15
日（
金
）５：
00
～
17：00

―
淨
橋
寺
―

★
除
夜
の
鐘

12
月
31
日（
木
）

★
修
正
会（
し
ゅ
し
ょ
う
え
）

―
北
部
図
書
館
―

【
お
は
な
し
会
】

　
　
　
※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴

★「
0
〜
2
歳
児
向
け
お
は
な
し
会
」

日
時
　
毎
月
第
2
木
曜
日
11：00
～

場
所
　
塩
瀬
児
童
セ
ン
タ
ー

定
員
　
先
着
15
組

★「
幼
児
〜
小
学
生
向
け
お
は
な
し
会
」

日
時
　
毎
週
日
曜
日
11：00
～

場
所
　
図
書
館
前
ロ
ビ
ー

定
員
　
先
着
12
人

【
イ
ベ
ン
ト
】

★
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
作
ろ
う
！

日
時
　
11
月
21
日（
土
）11
：
00
～

場
所
　
図
書
館
内

定
員
　
抽
選
８
人

申
込
　
11
月
7
日（
土
）

対
象
　
小
学
生

内
容
　
本
に
か
け
ら
れ
る
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー

         

を
作
っ
て
み
よ
う
！

問
　
北
部
図
書
館
　
☎
61・１
７
０
６

※
西
宮
市
に
気
象
警
報
が
発
表
さ

れ
た
場
合
は
中
止
し
ま
す

―
生
瀬
歌
声
広
場
―

主
催
　
生
瀬
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会

日
時
　
11
月
28
日（
土
）13
：
30
～
15：00

会
場
　
生
瀬
市
民
館

問
　
生
瀬
市
民
館
　
☎
86・5
０
3
０

―N
am
aze

新
春
カ
ル
タ
会
―

主
催
　
生
瀬
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会

日
時
　
令
和
9
年
1
月
6
日（
水
）

                          

10
：
00
～
12：00

内
容
　
第
1
部
　
こ
と
わ
ざ
か
る
た
　

1
～
3
年

　
　
　
第
2
部
　
百
人
一
首
　

4
～
6
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　中
学
生
～
大
人

会
場
　
生
瀬
市
民
館
　

問
　
生
瀬
市
民
館
　
☎
86・5
０
3
０

①

①

②

②

③

③

④

④

花の峯

青葉台通学路
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陽
と
の
角
度
が
小
さ
い
の
で
見
つ

け
に
く
い
星
で
す
。
太
陽
と
の
角

度
が
大
き
く
な
る
時
期
で
も
、
10

日
間
ぐ
ら
い
し
か
見
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
見
る
チ
ャ
ン
ス
は
夜

明
け
前
と
日
没
後
を
合
わ
せ
て
、

年
に
６
回
程
度
あ
り
ま
す
。

武
庫
川
の
大
き
な
鳥

　
武
庫
川
に
は
多
く
の
水
鳥
が
生

息
し
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
大
き
い
鳥
は
、
真

っ
白
な
コ
サ
ギ
と
ダ
イ
サ
ギ
（
総

称
し
て
シ
ロ
サ
ギ
）、
灰
色
の
ア
オ

サ
ギ
、
真
っ
黒
な
カ
ワ
ウ
で
す
。

　
秋
が
深
ま
る
と
、
北
か
ら
飛
来

し
て
く
る
カ
モ
類
が
加
わ
っ
て
に

ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。
コ
ガ
モ
、

ヒ
ド
リ
ガ
モ
、
オ
ナ
ガ
ガ
モ
、
ハ

シ
ビ
ロ
ガ
モ
、
マ
ガ
モ
、
オ
カ
ヨ

シ
ガ
モ
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
オ
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
派
手
な
色
の

模
様
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
図
鑑

や
ス
マ
ホ
検
索
で
調
べ
て
種
類
を

当
て
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
に

対
し
て
メ
ス
は
、
ど
の
種
で
も
よ

く
似
た
地
味
な
茶
色
な
の
で
、
識

別
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
カ
モ
は
冬
の
間
に
相
方
を
決
め

て
春
に
は
北
の
国
に
帰
っ
て
い
き

ま
す
が
、
カ
ル
ガ
モ
（
軽
鴨
も
し

く
は
夏
留
鴨
）
は
例
外
で
、
渡
り

を
せ
ず
に
繁
殖
し
ま
す
。
5
月
ご

ろ
に
、
子
ど
も
を
引
き
連
れ
て
泳

ぐ
様
子
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

金
星
と
水
星

　
11
月
に
な
る
と
、
金
星
は
太
陽

の
反
対
側
に
移
動
し
て
「
明
け
の

明
星
」
と
な
り
ま
す
。
夜
明
け
前

の
東
の
空
に
細
い
月
と
並
ぶ
の
は

12
月
5
日
前
後
で
す
。

　
11
月
15
～
25
日
ご
ろ
は
、
金
星

よ
り
も
地
平
線
に
近
い
所
に
水
星

が
見
え
ま
す
。
金
星
よ
り
も
ず
っ

と
暗
い
星
な
の
で
、
注
意
し
て
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

　
水
星
の
軌
道
は
、
金
星
と
同
じ

く
地
球
よ
り
も
内
側
に
あ
る
の

で
、
夜
明
け
前
、ま
た
は
「
日
没

後
」
に
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

 

　
水
星
は
金
星
と
比
べ
る
と
、
太

　
私
た
ち
の
生
活
は
、
モ
ー
タ
ー

な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
洗
濯
機
や
掃
除
機
、
冷
蔵

庫
、
電
気
カ
ミ
ソ
リ
な
ど
、
私
た

ち
の
生
活
を
大
変
便
利
に
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
の
が

モ
ー
タ
ー
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
モ

ー
タ
ー
に
は
磁
石
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
「
磁
石

に
つ
い
て
知
っ
て
み
よ
う
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
第
２
回
夏
休
み
科

学
実
験
教
室
を
8
月
7
日
に
開
催

し
ま
し
た
。
講
師
は
昨
年
と
同
じ
、

生
瀬
在
住
の
秦
豊
吉
で
す
。
参
加

者
は
子
ど
も
17
人
、
大
人
12
人
で

し
た
。

　
科
学
実
験
教
室
は
、
1
部
と
2

部
に
分
か
れ
、
第
1
部
は
ミ
ニ
サ

イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
で
磁
石
の
不
思

議
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
第
2

部
で
は
簡
単
な
モ
ー
タ
ー
を
作
り

ま
し
た
。

　
1
部
の
ミ
ニ
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ

ー
で
は
、
銅
の
筒
の
中
に
上
か
ら

ネ
オ
ジ
ム
磁
石
を
落
と
し
て
そ
の

落
下
の
様
子
の
観
察
や
10
円
玉
と

磁
石
の
ブ
ラ
ン
コ
の
実
験
、
ぶ
ん

ぶ
ん
ゴ
マ
で
L
E
D
電
球
を
光
ら

せ
る
実
験
な
ど
で
、
金
属
な
ど
の

導
体
の
中
の
磁
束
が
変
化
す
る
と

渦
電
流
と
い
う
渦
状
の
誘
導
電
流

が
発
生
す
る
と
い
う
電
磁
誘
導
実

験
を
し
、
モ
ー
タ
ー
の
軸
を
回
す

と
電
気
が
発
生
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
実
験
の
最
後
は
I
H

ヒ
ー
タ
ー
に
ア
ル
ミ
箔は

く

を
乗
せ
て

電
源
を
入
れ
る
と
ど
う
な
る
か
を

見
ま
し
た
（
家
で
は
ま
ね
を
し
な

い
で
く
だ
さ
い
）。

　
第
２
部
で
は
、
乾
電
池
（
ア
ル

カ
リ
電
池
、
マ
ン
ガ
ン
電
池
）
と

ネ
オ
ジ
ム
磁
石
と
銅
線
を
使
っ
て

簡
単
な
モ
ー
タ
ー
を
作
り
ま
し
た

（
発
熱
す
る
の
で
注
意
）。

　
生
瀬
小
学
校
の
運
動
場
で
8
月

14
日
の
夜
明
け
前
に
、「
ペ
ル
セ
ウ

ス
座
流
星
群
を
観
察
す
る
会
」
を

開
催
し
、
10
組
26
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
当
初
は
流
星
が
最
も

多
く
な
る
「
極
大
」
に
合
わ
せ
た

13
日
の
予
定
で
し
た
が
、
悪
天
候

に
よ
り
1
日
延
期
し
て
行
い
ま
し

た
。
前
日
か
ら
か
な
り
雲
の
多
い

天
気
で
や
き
も
き
し
ま
し
た
が
、

集
合
時
刻
（
午
前
2
時
）
ご
ろ
か

ら
ほ
ぼ
快
晴
に
恵
ま
れ
て
、
参
加

者
は
多
く
の
流
星
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
会
場
に
小
型
の
望
遠
鏡
を
持
ち

込
み
、
土
星
の
環わ

を
は
じ
め
、
い

く
つ
か
の
天
体
（
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ

銀
河
、
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
二
重
星
団
、

プ
レ
ア
デ
ス
星
団
（
す
ば
る
）
な

ど
の
観
察
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　
流
星
は
、
宇
宙
空
間
に
漂
う

ち
り
（
砂
粒
や
小
石
程
度
の
も

の
）
が

地
球
の

引
力
に

引
か
れ

て
大
気

圏
に
突

入
し
て
、

空
気
と
の
摩
擦
熱
で
光
る
現
象
で

す
。
ち
り
の
多
い
場
所
は
決
ま
っ

て
い
る
の
で
、
地
球
が
太
陽
の
周

り
を
公
転
し
て
、
そ
の
場
所
を
横

切
る
際
に
流
星
が
た
く
さ
ん
飛
ぶ

「
流
星
群
」
と
な
り
ま
す
。
流
星
群

で
は
特
定
の
１
点
（
輻
射
点
）
か

ら
放
射
状
に
流
星
が
飛
ぶ
の
で
、

輻
射
点
の
あ
る
星
座
の
名
が
つ
い

て
い
ま
す
。

　
流
星
の
数
が
特
に
多
い
の
は
、

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
（
極
大
日

は
8
月
13
日
ご
ろ
）、
ふ
た
ご
座
流

星
群
（
12
月
14
日
ご
ろ
）、
し
ぶ
ん

ぎ
座
流
星
群
（
1
月
4
日
ご
ろ
）

の
三
大
流
星
群
で
、
空
の
暗
い
場

所
で
あ
れ
ば
、
１
時
間
に
50
個
ほ

ど
の
流
星
が
飛
び
ま
す
。
　

　
ま
た
、
11
月
の
し
し
座
流
星
群

は
、
33
年
ご
と
に
と
ん
で
も
な
い

数
の
流
星
が
飛
ぶ
「
流
星
雨
」
に

な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

前
回
は
、
平
成
13
（
２
０
０
１
）

年
11
月
19
日
に
、
生
瀬
の
森
公
園

で
1
秒
に
1
個
の
ペ
ー
ス
で
流
星

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次

回
の
流
星
雨
は
２
０
３
４
～
３
７

年
ご
ろ
に
な
る
見
込
み
で
す
。             

（
広
報
）

　
今
回
は
、
武
庫
川
の
生
き
物
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
水
道
橋
か
ら
水
面
を
見
る
と
、

大
き
な
コ
イ
（
真
鯉
）
が
群
れ
を

な
し
て
泳
い
で
い
ま
す
。
小
さ
な

魚
は
よ
ほ
ど
目
を
凝
ら
さ
な
い
と

分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
魚
を
捕

る
仕
掛
け
を
作
っ
て
捕
獲
作
戦
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
仕
掛
け
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
す
。

飲
み
口
か
ら
10
㎝
ぐ
ら
い
の
と
こ

ろ
を
カ
ッ
ト
し
て
、
飲
み
口
を
反

対
に
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
差
し

込
み
ま
す
。
適
当
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
穴
を
開
け
て
、
メ
ダ
カ
や
金

魚
の
餌
を
入
れ
て
川
に
流
し
て
お

き
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
流
さ

れ
な
い
よ
う
に
3
ｍ
ぐ
ら
い
の
ひ

も
を
付
け
て
お
き
ま
す
。
2
～
3

時
間
し
て
引
き
上
げ
る
と
、
小
さ

な
魚
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
っ
て

い
ま
す
（
注
：
こ
の
仕
掛
け
は
漁

業
協
同
組
合
員
以
外
で
は
使
用
で

き
な
い
の
で
、
使
用
す
る
と
き
は
、

漁
協
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
）。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
川
に
行

く
と
き
は
、
必
ず
保
護
者
と
一
緒

に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
武
庫
川
に
は
、
魚
以
外
に
昆
虫

や
植
物
、
野
鳥
な
ど
も
観
察
で
き

る
の
で
、
夏
休
み
な
ど
の
学
習
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
。  

　 （
広
報
）

武庫川で捕れた小さな魚

生
瀬
町
在
住

　
　橘
高 

重
雄

6
回
シ
リ
ー
ズ

　
武 

庫 

川 

紀 

行 

④  

～
生
き
物
の
観
察
～

み
ん
な
で一緒
に

　
　
　

   

（
生
瀬
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
主
催
）

 

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を
見
よ
う
！

（
生
瀬
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
主
催
）

　
第
２
回
夏
休
み
科
学
実
験
教
室

　
　
　
　―
磁
石
に
つ
い
て
知
っ
て
み
よ
う
―

ミニサイエンスショーを
食い入るように見る
子どもたち

子どもが挑戦
した簡単なモ
ーターを見る
ことができま
す 講師の秦さん

生
瀬
在
住

　
　秦 

豊
吉

きむら歯科医院
一般歯科・小児歯科・口腔外科・矯正歯科

〒669-1104 西宮市生瀬武庫川町2 セルヴィオ4番館207号

TEL&FAX 0 7 9 7 － 8 5 － 8 4 0 0

診療時間（月～土）9：30～12：30　14：30～19：00（土曜17：00迄）

休 診 日　　日曜・祝日　　急患随時　　在宅診療可

西宮市生瀬町2-2-2

9：00～12：00 日曜日・祝祭日
火曜日・木曜日・土曜日の午後16：30～18：30

西宮市北部在宅療養相談支援センター ℡ 0797-84-2061

医療法人社団 緑水会

広告 広告

ペットボトルで作った魚を捕るための仕掛け道具

シ
リ
ー
ズ 　手

ぶ
ら
の
自
然
観
察
③

11月21日　朝6：00ごろ
（日の出30分前）

プレアデス星団（すばる）

地球、金星、水星の軌道 夜明け前の金星と水星
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広告 広告

陽
と
の
角
度
が
小
さ
い
の
で
見
つ

け
に
く
い
星
で
す
。
太
陽
と
の
角

度
が
大
き
く
な
る
時
期
で
も
、
10

日
間
ぐ
ら
い
し
か
見
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
見
る
チ
ャ
ン
ス
は
夜

明
け
前
と
日
没
後
を
合
わ
せ
て
、

年
に
６
回
程
度
あ
り
ま
す
。

武
庫
川
の
大
き
な
鳥

　
武
庫
川
に
は
多
く
の
水
鳥
が
生

息
し
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
見
る

こ
と
が
で
き
る
大
き
い
鳥
は
、
真

っ
白
な
コ
サ
ギ
と
ダ
イ
サ
ギ
（
総

称
し
て
シ
ロ
サ
ギ
）、
灰
色
の
ア
オ

サ
ギ
、
真
っ
黒
な
カ
ワ
ウ
で
す
。

　
秋
が
深
ま
る
と
、
北
か
ら
飛
来

し
て
く
る
カ
モ
類
が
加
わ
っ
て
に

ぎ
や
か
に
な
り
ま
す
。
コ
ガ
モ
、

ヒ
ド
リ
ガ
モ
、
オ
ナ
ガ
ガ
モ
、
ハ

シ
ビ
ロ
ガ
モ
、
マ
ガ
モ
、
オ
カ
ヨ

シ
ガ
モ
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
オ
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
派
手
な
色
の

模
様
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
図
鑑

や
ス
マ
ホ
検
索
で
調
べ
て
種
類
を

当
て
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
に

対
し
て
メ
ス
は
、
ど
の
種
で
も
よ

く
似
た
地
味
な
茶
色
な
の
で
、
識

別
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
カ
モ
は
冬
の
間
に
相
方
を
決
め

て
春
に
は
北
の
国
に
帰
っ
て
い
き

ま
す
が
、
カ
ル
ガ
モ
（
軽
鴨
も
し

く
は
夏
留
鴨
）
は
例
外
で
、
渡
り

を
せ
ず
に
繁
殖
し
ま
す
。
5
月
ご

ろ
に
、
子
ど
も
を
引
き
連
れ
て
泳

ぐ
様
子
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

金
星
と
水
星

　
11
月
に
な
る
と
、
金
星
は
太
陽

の
反
対
側
に
移
動
し
て
「
明
け
の

明
星
」
と
な
り
ま
す
。
夜
明
け
前

の
東
の
空
に
細
い
月
と
並
ぶ
の
は

12
月
5
日
前
後
で
す
。

　
11
月
15
～
25
日
ご
ろ
は
、
金
星

よ
り
も
地
平
線
に
近
い
所
に
水
星

が
見
え
ま
す
。
金
星
よ
り
も
ず
っ

と
暗
い
星
な
の
で
、
注
意
し
て
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

　
水
星
の
軌
道
は
、
金
星
と
同
じ

く
地
球
よ
り
も
内
側
に
あ
る
の

で
、
夜
明
け
前
、ま
た
は
「
日
没

後
」
に
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

 

　
水
星
は
金
星
と
比
べ
る
と
、
太

　
私
た
ち
の
生
活
は
、
モ
ー
タ
ー

な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
洗
濯
機
や
掃
除
機
、
冷
蔵

庫
、
電
気
カ
ミ
ソ
リ
な
ど
、
私
た

ち
の
生
活
を
大
変
便
利
に
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
の
が

モ
ー
タ
ー
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
モ

ー
タ
ー
に
は
磁
石
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
「
磁
石

に
つ
い
て
知
っ
て
み
よ
う
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
第
２
回
夏
休
み
科

学
実
験
教
室
を
8
月
7
日
に
開
催

し
ま
し
た
。
講
師
は
昨
年
と
同
じ
、

生
瀬
在
住
の
秦
豊
吉
で
す
。
参
加

者
は
子
ど
も
17
人
、
大
人
12
人
で

し
た
。

　
科
学
実
験
教
室
は
、
1
部
と
2

部
に
分
か
れ
、
第
1
部
は
ミ
ニ
サ

イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
で
磁
石
の
不
思

議
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
第
2

部
で
は
簡
単
な
モ
ー
タ
ー
を
作
り

ま
し
た
。

　
1
部
の
ミ
ニ
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ

ー
で
は
、
銅
の
筒
の
中
に
上
か
ら

ネ
オ
ジ
ム
磁
石
を
落
と
し
て
そ
の

落
下
の
様
子
の
観
察
や
10
円
玉
と

磁
石
の
ブ
ラ
ン
コ
の
実
験
、
ぶ
ん

ぶ
ん
ゴ
マ
で
L
E
D
電
球
を
光
ら

せ
る
実
験
な
ど
で
、
金
属
な
ど
の

導
体
の
中
の
磁
束
が
変
化
す
る
と

渦
電
流
と
い
う
渦
状
の
誘
導
電
流

が
発
生
す
る
と
い
う
電
磁
誘
導
実

験
を
し
、
モ
ー
タ
ー
の
軸
を
回
す

と
電
気
が
発
生
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
実
験
の
最
後
は
I
H

ヒ
ー
タ
ー
に
ア
ル
ミ
箔は

く

を
乗
せ
て

電
源
を
入
れ
る
と
ど
う
な
る
か
を

見
ま
し
た
（
家
で
は
ま
ね
を
し
な

い
で
く
だ
さ
い
）。

　
第
２
部
で
は
、
乾
電
池
（
ア
ル

カ
リ
電
池
、
マ
ン
ガ
ン
電
池
）
と

ネ
オ
ジ
ム
磁
石
と
銅
線
を
使
っ
て

簡
単
な
モ
ー
タ
ー
を
作
り
ま
し
た

（
発
熱
す
る
の
で
注
意
）。

　
生
瀬
小
学
校
の
運
動
場
で
8
月

14
日
の
夜
明
け
前
に
、「
ペ
ル
セ
ウ

ス
座
流
星
群
を
観
察
す
る
会
」
を

開
催
し
、
10
組
26
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
当
初
は
流
星
が
最
も

多
く
な
る
「
極
大
」
に
合
わ
せ
た

13
日
の
予
定
で
し
た
が
、
悪
天
候

に
よ
り
1
日
延
期
し
て
行
い
ま
し

た
。
前
日
か
ら
か
な
り
雲
の
多
い

天
気
で
や
き
も
き
し
ま
し
た
が
、

集
合
時
刻
（
午
前
2
時
）
ご
ろ
か

ら
ほ
ぼ
快
晴
に
恵
ま
れ
て
、
参
加

者
は
多
く
の
流
星
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
会
場
に
小
型
の
望
遠
鏡
を
持
ち

込
み
、
土
星
の
環わ

を
は
じ
め
、
い

く
つ
か
の
天
体
（
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ

銀
河
、
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
二
重
星
団
、

プ
レ
ア
デ
ス
星
団
（
す
ば
る
）
な

ど
の
観
察
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　
流
星
は
、
宇
宙
空
間
に
漂
う

ち
り
（
砂
粒
や
小
石
程
度
の
も

の
）
が

地
球
の

引
力
に

引
か
れ

て
大
気

圏
に
突

入
し
て
、

空
気
と
の
摩
擦
熱
で
光
る
現
象
で

す
。
ち
り
の
多
い
場
所
は
決
ま
っ

て
い
る
の
で
、
地
球
が
太
陽
の
周

り
を
公
転
し
て
、
そ
の
場
所
を
横

切
る
際
に
流
星
が
た
く
さ
ん
飛
ぶ

「
流
星
群
」
と
な
り
ま
す
。
流
星
群

で
は
特
定
の
１
点
（
輻
射
点
）
か

ら
放
射
状
に
流
星
が
飛
ぶ
の
で
、

輻
射
点
の
あ
る
星
座
の
名
が
つ
い

て
い
ま
す
。

　
流
星
の
数
が
特
に
多
い
の
は
、

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
（
極
大
日

は
8
月
13
日
ご
ろ
）、
ふ
た
ご
座
流

星
群
（
12
月
14
日
ご
ろ
）、
し
ぶ
ん

ぎ
座
流
星
群
（
1
月
4
日
ご
ろ
）

の
三
大
流
星
群
で
、
空
の
暗
い
場

所
で
あ
れ
ば
、
１
時
間
に
50
個
ほ

ど
の
流
星
が
飛
び
ま
す
。
　

　
ま
た
、
11
月
の
し
し
座
流
星
群

は
、
33
年
ご
と
に
と
ん
で
も
な
い

数
の
流
星
が
飛
ぶ
「
流
星
雨
」
に

な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

前
回
は
、
平
成
13
（
２
０
０
１
）

年
11
月
19
日
に
、
生
瀬
の
森
公
園

で
1
秒
に
1
個
の
ペ
ー
ス
で
流
星

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次

回
の
流
星
雨
は
２
０
３
４
～
３
７

年
ご
ろ
に
な
る
見
込
み
で
す
。             

（
広
報
）

　
今
回
は
、
武
庫
川
の
生
き
物
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
水
道
橋
か
ら
水
面
を
見
る
と
、

大
き
な
コ
イ
（
真
鯉
）
が
群
れ
を

な
し
て
泳
い
で
い
ま
す
。
小
さ
な

魚
は
よ
ほ
ど
目
を
凝
ら
さ
な
い
と

分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
魚
を
捕

る
仕
掛
け
を
作
っ
て
捕
獲
作
戦
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
仕
掛
け
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
す
。

飲
み
口
か
ら
10
㎝
ぐ
ら
い
の
と
こ

ろ
を
カ
ッ
ト
し
て
、
飲
み
口
を
反

対
に
し
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
差
し

込
み
ま
す
。
適
当
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
穴
を
開
け
て
、
メ
ダ
カ
や
金

魚
の
餌
を
入
れ
て
川
に
流
し
て
お

き
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
流
さ

れ
な
い
よ
う
に
3
ｍ
ぐ
ら
い
の
ひ

も
を
付
け
て
お
き
ま
す
。
2
～
3

時
間
し
て
引
き
上
げ
る
と
、
小
さ

な
魚
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
っ
て

い
ま
す
（
注
：
こ
の
仕
掛
け
は
漁

業
協
同
組
合
員
以
外
で
は
使
用
で

き
な
い
の
で
、
使
用
す
る
と
き
は
、

漁
協
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
）。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
川
に
行

く
と
き
は
、
必
ず
保
護
者
と
一
緒

に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
武
庫
川
に
は
、
魚
以
外
に
昆
虫

や
植
物
、
野
鳥
な
ど
も
観
察
で
き

る
の
で
、
夏
休
み
な
ど
の
学
習
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
。  

　 （
広
報
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ペットボトルで作った魚を捕るための仕掛け道具

シ
リ
ー
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ぶ
ら
の
自
然
観
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11月21日　朝6：00ごろ
（日の出30分前）

プレアデス星団（すばる）

地球、金星、水星の軌道 夜明け前の金星と水星
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広告

1　青葉台から通う子どもたち
　青葉台には、1丁目と２丁目があります。①
の写真は１丁目の子どもたちが、拠点となる家
の前に集まり、途中で友達を誘ったりしながら、
楽しく登校する様子です。②は、２丁目の子ど
もたちが使っている階段です。この上にもまだ
階段がありました。やはり、数人が集まって下
りてきました。③は、西宝橋仮橋歩道橋です。
青葉台からは48人の子どもが通っていて、ゆっ
くりと話をしながらグループをつくって渡って
いました。④は、今の車道から２m上にある仮
橋から降りて、西宝橋南詰交差点で国道176号
を渡りJR宝塚線の高架下を通るため信号待ちを
している子どもたちです。子どもたちに登下校
について聞くと、危ない所や怖い所はないとい
う答えでした。

2　花の峯から通う子どもたち
　花の峯から生瀬小学校へ通っている子どもは現在、5人です。そ
のうち1人は、青葉台経由で登校します。①は保護者と一緒に4人
の子どもが森興橋に向かっている写真です。②は森興橋を渡ってい
ます。③は、生瀬１交差点で国道176号を渡っています。この交差
点は旧道から来て、176号を三田方面へ行くため、多くの車が右折
します。無理な右折もあって危険なので、「この交差点を渡りきるま
で、交代で毎日引率しています」と保護者から聞きました。④は、
JR宝塚線高架下のトンネルです。トンネル内は地域の人の配慮でき
れいでした。しかし、下校時に1人や2人で通るのは、少し寂しいか
もしれません。

~
小
学
校
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う
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ど
も
た
ち
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№2
~

青
葉
台
・
花
の
峯

　9月16日から、太多田橋交差点から生瀬１交差点間の
通行が変更になりました。青葉台の子どもは西宝橋仮橋歩
道橋を渡るとすぐに新たに通行となっている国道を信号で
渡ります。その後、下に降り、生瀬通りへ行く右折車を避
けてJR宝塚線の高架下に行きます。交通誘導員や工事者
の配慮で事故のない登下校ができることを願っています。
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ご 葬 儀 （ お 花 の 祭 壇 ）  ご 葬 儀 （ お 花 の 祭 壇 ）  

㈱ 真まこと心 
0120-0983-42 
0797-78-9475

生前見積もり承ります。・・・（祭壇費用より1割サービスいたします） 

総合葬祭 

phone
address
email

0797-86-7400
西宮市生瀬東町8-4
irodorimusicschool@gmail.com

～ 彩 ～ 音 楽 教 室
I r o d o r i  　 M u s i c 　 s c h o o l

♪ ピ ア ノ ・ チ ェ ロ 幼 児 か ら 大 人 ま で
ソ ル フ ェ ー ジ ュ ・ コ ン ク ー ル ・ 音 高 音 大 受 験

株式会社ABC医療
西宮市生瀬 2丁目 8－14
TEL 0120－153－117

エービーシーケアセンター
・居宅介護支援事業所 ・訪問介護事業所
・福祉用具事業所 ・住宅改修

エービーシー訪問介護ステーション

ABCデイサービス

広告 広告

編 集 後編 集 後 記記

兵庫県知事（1）第204686号

　昨年と同じ生瀬小学校の体育館で、今年も盆踊りが行われ
ました。館内は冷房が入っていて熱中症の心配もなく踊ること
ができました。
　今年は踊る人も増えました。その中でも若い人の参加が目立
ち、うれしいことでした。うまく踊れたのも、曲と子どもたちの
太鼓のリズムがピッタリ合ったからだと思います。若い人たちの
エネルギーも感じ取れ、大変素晴らしく楽しい盆踊りでした。『宮
っ子』の編集でも若い人のパワーがあふれてくるといいなあと
思いました。　　　　　　　　  生瀬町編集委員　高見恵美子
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日
時
　
11
月
14
日（
土
）13
：
30
～
15：00

講
師
　
三
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室

会
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生
瀬
市
民
館
　
申
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込
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日
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～
11：30
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落
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０
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1
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・
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～
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長（
と
ん
ど
）

日
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15
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）５：
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～
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瀬
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０
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：
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～
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る
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０
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０
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青葉台通学路


